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暴風雪・大雪時の災害デジタルアーカイブを用いた 

道路管理判断支援システムの開発に向けた取組 

原田 裕介・武知 洋太・大宮 哲・越國 一九（寒地土研）・ 
稲津 將（北大院理）・松下 拓樹（寒地土研） 

 

1. はじめに 

自然災害の激甚化・頻発化、生産年齢人

口が減少する中、冬期道路管理の熟練者

（現場代理人等）の経験に基づく暗黙知

を引き継ぐことが必要である。これまで、

北海道の国道を対象とした暴風雪・大雪

時における道路管理の判断支援システム

の構築を念頭に、災害時のデジタルアー

カイブ（過去事例）の要件整理と基本設計

を行い、道路管理（通行止め、被災等）、

気象、交通障害・災害の各履歴情報を、過

去 38 冬期の暴風雪・大雪災害 185 事例を

対象に収集し、デジタルアーカイブのデ

ータセットを作成した（原田ら, 2024）。
このデータセットおよび暴風雪や大雪の

評価技術（警戒レベル・障害度；寒地土研, 
2024）を用いて、気象予測資料から暴風

雪・大雪災害が想定される場合に、過去の

類似事例を抽出する技術を検討のうえ、

交通障害の可能性を示す情報と併せて、

想定される留意事項などを提示するシス

テムを 2026 年 2 月に試作した（図 1）。 

2. システムの構成 

本システムは、(1)メイン画面、(2)過去

事例一覧画面、(3)過去事例詳細画面の 3
要素で構成される（図 2～図 4）。 

(1) メイン画面 
最大 72 時間前より暴風雪・大雪を予測

した場合に、デジタルアーカイブから類

似する上位 3 位までが自動的に抽出され

る。抽出は、北海道において暴風雪は視程

50ｍ未満、大雪は降雪量 40 ㎝／24 時間

以上の条件が予測される場合に、デジタ

ルアーカイブ 185 事例と、予測値のピー

ク時（暴風雪は視程 200m 未満の面積が

最大、大雪は 1 時間降雪量が最大となっ

た日時）における視程・降雪量の多次元デ

ータを次元削減手法により二次元とした

うえで、予測値による結果とデジタルア

ーカイブ各 185 事例による結果とのユー

クリッド距離が小さい順に事例を抽出す

る。また、風速、気温、降水量の他、視程、

降雪量、障害度、警戒レベルの予測値の分

布図や時系列グラフ（1 時間ごと）、なら

びに気象警報発表の有無が表示される。

加えて、チェックボックス機能により、風

向、道路事務所の境界が任意に表示され

る（図 2）。 
 

  
図１：本システムの概念 

 

 
 
 
 
 

図２：メイン画面（加筆） 

大雪が予想された場合の表示例（R7.2.4 帯広：12 時間

降雪量 120cm）。予想されるピーク日時、および過去の
類似事例上位 3 位が表示される。過去事例の日付と事例
No.をクリックすると、該当する(3) 過去事細画面にジ

ャンプする。 
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(2) 過去事例一覧画面 
暴風雪・大雪時の災害デジタルアーカ

イブ（過去 185 事例）を一覧で示す。一

覧画面では、事例番号、開始日と終了日、

国道通行止め件数、警戒レベルの最大値

（暴風雪・大雪）とこれらの該当地域、ピ

ーク時の視程分布および天気図、地上低

気圧経路分類の各要素が閲覧できる。ま

た、検索ウィンドウにより、期間、地域（北

海道開発建設部の 10 管内）、警戒レベル

（暴風雪・大雪）の条件を指定して事例を

絞り込むことができる。（図 3）。 
(3) 過去事例詳細画面 

デジタルアーカイブ（過去 185 事例）

の詳細画面では、各暴風雪・大雪事例期間

中における風速、気温、降水量、視程、降

雪量、障害度（暴風雪・大雪）、警戒レベ

ル（暴風雪・大雪）の分布図および時系列

グラフ（1 時間ごと）、地上天気図（1 日

ごと）、概況（主に地上低気圧の位置およ

び発達の程度）が表示される。また、チェ

ックボックス機能により、風向、道路事務

所の境界、国道通行止め、障害、低気圧経

路が任意に表示される。加えて、画面の右

側には、道路管理体制の履歴、気象警報

（暴風雪・大雪関連）の発表状況の履歴、

交通事故等障害の情報、道路管理履歴資

料、気象庁の災害概況資料などが表示さ

れる（図 4）。 

3. 今後のシステムの改善方針 

2025 年 2 月から 3 月にかけて、本シス

テムを試用した道路管理者等からのフィ

ードバックに基づく、今後の主な改善項

目を①～③に示す。①システムの特色を

明確にして、対応を急ぐ状況では情報を

絞ったうえで、担当者が必要とする詳細

な情報を選択的に参照可能なインターフ

ェースとする。②暴風雪・大雪事例のデ

ータセットの参照について、冬期道路管

理方針の変化を踏まえた表示形式、報道

発表のタイミングや内容の確認を可能と

する。③過去事例一覧画面（図 3）に、低

気圧経路で事例をフィルタリングする機

能や、各事例期間の最低気圧を付加する。

また、補足調査として④暴風雪・大雪時に

おける予防的通行規制区間を含む道路管

理と警戒レベル・障害度の出力値との対

応について、現地の道路管理者等を対象

にヒアリングを行う。加えて、⑤未収録の

2023 年度以降の暴風雪・大雪時の災害デ

ジタルアーカイブの作成に際し、自動で

収集可能な項目および手動で対応する項

目を整理し、各項目で収集したデータを

都度データベースに蓄積する方法を検討

する。併せて、⑥気象予測資料から暴風

雪・大雪災害が想定される場合に、過去の

類似事例を抽出する技術の精度向上につ

いて検討する。今後、①～⑥の結果に基づ

き、2025 年 11 月下旬からの試行に向け

て、冬期道路管理に有用な判断支援シス

テムとなるよう改善を図る。 
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図３：過去事例一覧画面（加筆） 

 

図４：過去事例詳細画面（事例 No. 160） 

No.160 を選択 


